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02本人確認＆暗証番号設定で　　    個人番号カードを交付します。

01交付通知書（はがき）が届きます。

   代理人交付について  

　本人が病気、身体の障がいその他やむを得ない事

由で、交付窓口来庁が難しい場合に限り、代理人

にカードの受け取りを委任できます（15 歳未満の

人および成年被後見人は必ず代理人による申請）。

【必要な物】
①交付通知書
②通知カードおよび住基カード（所有者のみ）
③本人確認書類 ( 運転免許証など )
④代理人の本人確認書類
⑤代理権者の確認書類（※）
⑥本人が交付窓口来庁が困難であることを証する
書類 ( 例：診断書、障害者手帳、本人が施設など
に入所している事実を証する書類 )

（※）代理権者の確認書類とは

・法定代理人の場合：戸籍謄本その他の資格を証明
する書類 ( 本籍地が町内者は不要 )

・その他の場合：委任状など、本人が代理人を指定
した事実を確認できる資料 ( 交付通知書の「委任
状」欄に記入することで足ります )

※役場住民課と富来支所との交付窓口変更は可能です。
　交付通知書が届いた後、住民課に連絡してください。

　交付窓口の職員が本人確認をし、自身で暗証番号を設定
することで、個人番号カードを交付します。このカードは
大切な情報ですので、複数の暗証番号で管理しています。

設定する暗証番号は事前に考えておいてください。

①署名用電子証明書とは
　インターネットで電子文書を送信する際などに、文書が
改ざんされていないかどうかを確認することができる仕組
みで、e-Tax の確定申告などに利用します。

②利用者証明用電子証明書とは
　インターネットを閲覧する際などに、利用者本人である
ことのみを証明する仕組みで、マイナポータル（＊）のログ
インなど、本人であることの認証手段として利用します。

（注意）15 歳未満の人および成年被後見人には、原則とし

て「利用者証明用電子証明書」のみ発行される予定です。

（＊）：平成 29 年１月から利用開始予定の「情報提供等記録開示
システム（愛称：マイナポータル）」により、自宅のパソコン
から自分の情報が不正・不適切に照会・提供されていないか、
確認することができるようになります。

個人番号カードの交付通知書が届いたら、次のものを持参

し、交付窓口に来庁してください。

⬇本人確認＆暗証番号設定で交付

必要な物
①交付通知書
②通知カード および 住基カード（所有者のみ）
③本人確認書類 ( 運転免許証など )

交付窓口
・志賀地域の人 ･･･ 役場住民課
・富来地域の人 ･･･ 富来支所  

署名用電子証明書 英数字 6 文字以上 16 文字以下

利用者証明用電子証明書
住民基本台帳
券面事項入力補助用

数字 4 桁

同じ暗証番号を設定する
こともできます。

個人番号カードの受け取りについて

個人番号カード
申請者へ

個人番号カードを申請した人には、順次、交付通知書が届きます。
届いたら、個人番号カード受け取りの準備をお願いします。 個人番号カードお願いします

問住民課　☎ 32-9121

はいっ
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 　マイナンバー制度に便乗した不審な電話や訪問が、全

国的に発生しています。 

　不審電話・訪問の例としては、マイナンバー制度に必

要として、個人の資産情報や金融機関の口座番号を聞き

出そうとするものや、「あなたのマイナンバーが流出し

ている。流出データを消去するにはお金が必要」として

現金を振り込ませようとしたものがありました。

マイナンバー制度に
便乗した詐欺に注意！

■マイナンバー制度全般の相談は ･･･

マイナンバー総合フリーダイヤル
☎ 0120-95-0178

平日　9:30 ～22:00
土日祝　9:30 ～17:30
（年末年始を除く）

《事例１》
公的な相談窓口を名乗る人物から、電話で偽
のマイナンバーを伝えられた。その後、別の
男性から「公的機関に寄付をしたい」「マイナ
ンバーを貸してほしい」と連絡があり教えた。
その後、寄付を受けたとする機関を名乗る人
物から連絡があり、「マイナンバーを教えたこ
とは犯罪にあたる」と現金支払いを要求され、
郵送と手渡しで数百万円を払ってしまった。
（70 歳代　女性）

自分が申請したもので間違い
がなければ、住所、氏名を記
入し、押印してください。

代理人が受け取る場合に記入
し、委任状として利用してく
ださい。

暗証番号を記入する箇所で
す。代理人に委任する場合に
は、暗証番号を記入後、表面
の交付場所記載欄に貼ってあ
る目隠しシールをここに貼っ
て、代理人に渡してください。

交付通知書（はがき）のサンプル

《事例２》
「マイナンバー制度の導入に伴い、個人情報を
調査中である」と言って、女性が来訪し、資
産や保険の契約状況などを聞かれた。
（60 歳代　女性）

■不審な電話などを受けたら ･･･

  • 消費者ホットライン　☎ 1
いやや

88
  • 志賀町消費者行政相談　☎ 32-9341

　マイナンバー制度を理由

として、行政機関などが電

話や訪問により個人情報

を聞いたり、お金やキャッ

シュカードを要求したりす

ることは一切ありません。

平日　8:30 ～17:15
（祝日、年末年始を除く）

一人に一つ

マイナンバー
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家から
バス停まで
の距離

•
弁
護
士
（
元
高
等
検
察
庁
検
事
）、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
教
授

　

國
田
　
武
二
郎
（
堀
松
出
身
）

　

東
京
地
検
、
名
古
屋
地
検
、
横
浜
地
検
、
岡
山
地
検
、
福
井
地
検
等
で
捜
査
・
公
判
検
事
と
し
て
財
政
・
経
済
事

犯
、
公
安
・
労
働
事
犯
、
選
挙
事
犯
、
暴
力
事
犯
、
風
紀
・
麻
薬
事
犯
、
外
国
人
犯
罪
、
少
年
犯
罪
、
交
通
事
犯
な

ど
数
多
く
の
事
件
を
担
当
。
仙
台
高
等
検
察
庁
検
事
と
し
て
若
手
検
事
の
指
導
育
成
に
も
あ
た
る
。
平
成
15
年
６
月
、

愛
知
県
弁
護
士
会
に
弁
護
士
登
録
。
あ
す
な
ろ
法
律
事
務
所
と
い
う
名
称
で
法
律
事
務
所
を
開
設
し
、
弁
護
士
と
し

て
活
動
。
ま
た
、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
教
授
と
し
て
法
科
大
学
院
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
る
。
平
成
20
年
か
ら

愛
知
・
三
重
両
県
の
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
産
業
保
健
相
談
員
、
年
金
記
録
確
認
愛
知
地
方
第
三
者
委
員
に
就
任
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

Ｑ
：
平
成
28
年
１
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
こ
の
制
度
は
、
ど
の
よ
う
な
目

的
で
導
入
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、「
行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
」
＝
「
番
号
法
」
に
基
づ
く
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
の
目
的
は
、
主
に
次
に
あ
げ
る
５
つ
で
す
。

①
行
政
事
務
の
効
率
化

　

あ
る
人
を
特
定
す
る
た
め
に
は
、
従
来
「
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
性
別
」
を
用
い
て
い
ま
し
た
が
、
個
人
に
番

号
が
付
さ
れ
る
こ
と
で
、
番
号
で
特
定
が
瞬
時
に
で
き
、

行
政
事
務
の
効
率
が
一
段
と
促
進
さ
れ
ま
す
。

②
給
付
と
税
負
担
の
公
平

　

個
人
が
提
出
す
る
所
得
税
の
確
定
申
告
や
会
社
が
提
出
す

る
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
・
配
当
金
な
ど
に
関
す
る
各

種
支
払
調
書
に
個
人
番
号
を
記
載
し
て
税
務
署
に
提
出
す

る
こ
と
で
、
個
人
の
所
得
が
正
確
に
把
握
で
き
ま
す
。
そ

の
結
果
、
社
会
保
障
の
不
正
な
給
付
金
受
給
や
税
の
不
正

な
負
担
軽
減
を
防
止
で
き
ま
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
給

料
か
ら
税
金
が
天
引
き
さ
れ
る
の
で
、
所
得
が
ほ
ぼ
正
確

に
把
握
さ
れ
ま
す
が
、
自
己
申
告
の
自
営
業
者
は
、
所
得

の
６
割
〜
４
割
程
度
し
か
把
握
さ
れ
な
い
と
し
て
、
そ
の

不
公
平
感
が
長
年
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
不
公
平
も
解
消
さ
れ
ま
す
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

所
得
を
ご
ま
か
す
こ
と
は
で
き
に
く
く
な
り
、
生
活
保
護

の
不
正
受
給
や
脱
税
な
ど
も
減
少
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

志賀小学校建設検討委員会だより　　　 　　

③
Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
国
民
の
利
便
性
の
向
上

　

現
在
、
公
的
扶
助
の
申
請
や
役
所
な
ど
の
公
的
機
関
に
何

か
を
申
請
し
よ
う
す
る
際
、
所
得
証
明
や
住
民
票
の
写
し

な
ど
の
添
付
書
類
が
求
め
ら
れ
、
手
続
き
が
煩
雑
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
制
度
に
よ
り
「
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
」
が
整
備
さ
れ
、
従
来
の
添
付
書
類
が
省
略
で

き
る
な
ど
手
続
き
が
簡
単
に
な
り
、
国
民
に
と
っ
て
も
利

便
性
が
増
し
ま
す
。

④
積
極
的
な
情
報
提
供
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

　
「
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」
利
用
に
よ
り
、

国
民
一
人
一
人
の
状
況
を
把
握
で
き
る
た
め
、
行
政
側
か

ら
国
民
に
向
け
て
積
極
的
に
情
報
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
国
民
は
そ
の
情
報
を
受
け
て
、
利
用
す
る
機
会

を
逃
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
被
災
者
支
援

　

大
規
模
な
災
害
時
に
、
被
災
者
の
情
報
を
管
理
す
る
こ
と

は
困
難
で
す
。
し
か
し
、
個
人
番
号
を
利
用
す
れ
ば
、
ど

の
被
災
者
が
ど
の
場
所
に
避
難
し
て
い
る
か
が
把
握
で
き

る
の
で
、必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
　

こ
う
し
た
活
用
は
、
こ
れ
か
ら
数
年
か
け
て
整
備

さ
れ
て
い
き
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
、
平
成
28
年
１

月
か
ら
社
会
保
障
、
税
お
よ
び
災
害
対
策
に
関
す
る

事
務
で
個
人
番
号
の
利
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

個
人
番
号
は
、「
一
人
一
番
号
」
で
、
他
人
と
重
複

し
な
い
個
人
番
号
が
付
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

本
人
が
死
亡
し
て
も
、
そ
の
番
号
を
新
た
に
出
生
し

た
人
に
付
番
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意

味
で
「
永
久
欠
番
」
で
す
の
で
、
生
涯
大
切
に
保
管

す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

志賀小学校建設検討委員会事務局
☎３２- ９３６０

現在の内装工事の状況

志賀小学校
校訓が決定！

☝

≪ 校 訓 ≫　志高く
≪めざす児童像≫　進んで学ぶ子
　　　　 思いやりのある子
　　　　 たくましい子
校訓については、校名や校章・校歌に使われている『志』を
用いて、子どもたちにも分かりやすいものにしました。

　 　　№26

玄関ホールの階段広場

３階ホール 木調で温かみのある図書室２階ホール 廊下と一体利用できる普通教室
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－ Lifelong Learning－　生涯学習だより－ Lifelong Learning－　生涯学習だより

《
新
春
増
刊
号
》

「
文
芸
教
室
」
に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
一
首
（
一
句
）

と
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
宛
先
／
〒
９
２
５ -

０
１
９
８
志
賀
町
末
吉
千
古
１
番
地
１

　

志
賀
町
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課
ま
で

※
毎
月
３
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

金
沢
の
雪
吊
り
技
の
素
晴
ら
し
さ

　

素
敵
な
町
に
安
ら
ぎ
感
じ　
　
　
　

元
尾　

智
子

さ
む
い
夜
布
団
く
る
ま
り
目
を
閉
じ
て

　

ゆ
め
の
世
界
を
楽
し
く
歩
く　
　
　
　
　

〃

朝
が
け
に
霜
ふ
り
て
い
る
村
里
は

　

霜
月
と
な
り
て
前
光
り
無
く　
　
　

谷
口　

文
子

ふ
る
さ
と
は
東
洋
一
の
商
工
地

　

一
度
ふ
み
た
し
浪
速
の
土
を　
　
　

東　
　
　

操

蝶
遊
ぶ
ご
と
く
に
銀
杏
舞
い
上
が
り

　

年
迫
る
朝
寺
を
賑
す　
　
　
　
　
　

岩
上　

久
枝

志
賀
町
出
身
の
俳
人
、
棚た
な
や
ま
は

山
波
朗ろ
う
氏
（
76
歳
・

東
京
都
）
の
句
碑
除
幕
式
が
、
10
月
26
日
㈪
に

真
宗
大
谷
派
明
蓮
寺（
長
沢
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

満
開
の
菊
花
薫
り
嵐
吹
く　
　
　
　
　

小
松　

康
子

秋
探
し
菊
酒
飲
ん
で
永
ら
え
る　
　
　

赤
崎　

が
な

大
輪
の
花
火
の
よ
う
に
菊
薫
る　
　
　

高
島　

和
子

観
菊
か
重
陽
の
節
句
は
菊
酒
か　
　
　

柴
田　

政
行

菊
薫
る
文
化
勲
章
老
い
ば
か
り　
　
　

西
尾　

海
春

親
子
で
も
思
う
色
に
は
染
ま
ら
な
い　

川
上　

富
子

十
人
の
姉
妹
十
色
の
人み

ち生
を
行
く　
　

池
田　

洋
子

色
気
よ
り
食
い
気
一
筋
肥
え
る
秋　
　

林　

ち
よ
子

秋
色
に
染
め
て
紅
葉
旅
誘
う　
　
　
　

三
井
か
ほ
里

色
気
な
ど
無
い
と
思
へ
ど
紅
を
ぬ
る　

芝
山　

照
子

色
づ
い
た
錦
秋
の
山
雪
近
し　
　
　

 

み
や
み
ち
さ
か
し

色
と
欲
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
無
く
な
ら
ず　

古
森　

真
猿

自
家
野
菜
並
べ
て
勤
労
感
謝
の
日　
　

安
田
紀
美
恵

と
く
と
く
と
酒
注
ぐ
音
や
榾
明
か
り　

池
田　

玲
子

山
城
の
名
残
り
と
ど
め
し
石
路
の
花　

高
岩　
　

満

し
ぐ
る
る
や
地
図
を
た
よ
り
の
京
の
旅　

前
川
美
代
子

母
植
え
し
や
ぶ
椿
今
風
和な
ご
む　
　
　
　

屋
敷　

香
陽

強
風
に
負
け
ず
し
な
や
か
実
南
天　
　

藤
川　

増
野

雪
吊
り
の
髷
は
庭
師
の
至
芸
か
な　
　

須
广
ひ
ろ
し

健
康
で
こ
の
世
に
い
た
い
こ
の
命　
　

坂
下
二
三
子

目
が
覚
め
て
今
こ
の
命
感
謝
す
る　
　

橋
田
明
日
香

我
が
家
に
も
命
花
咲
き
皆
笑
顔　
　
　

前
田　

志
津

信
号
機
命
を
守
る
道
し
る
べ　
　
　
　

村
中　

光
彦

流
行
語
八
十
路
過
ぎ
て
は
判
ら
な
い　

遠
藤
美
朝
子

読
み
書
き
の
で
き
な
い
名
前
流
行
り
過
ぎ　

小
松　

彰
一

怒
ら
ず
に
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
流
行
る
医
者　

山
本　

静
香

昭
和
人
流
行
遅
れ
気
に
な
ら
ず　
　
　

炭
谷　

良
子

働
ら
か
ず
流
行
詐
欺
師
ご
用
心　
　
　

西
尾　

善
春

夕ゆ
う
ば映
え
の
黄こ
が
ね金
の
柚ゆ
ず
を
掌て

に
包
む　
　

角
谷　

秀
文

紅も
み
じ
で
ら

葉
寺
木
々
を
貫
き
ひ
か
り
差
す　
　

新
澤　

和
子

報ほ

ん

こ
恩
講
荒あ

れ
善
男
善
女
応
へ
あ
う　
　

浅
野　

照
子

花か
と
う頭

窓ま
ど

開
け
て
黄
金
の
落
葉
か
な　
　

粟
津　

岳
陽

大お
お
け
や
き欅

落
葉
が
肩
に
宮
掃
除　
　
　
　

森
下
い
わ
お

時し
ぐ
る雨
る
や
昼
を
灯と
も
し
て
厨
く
り
や
ご
と
事　
　
　
　

長
根
尾
郁
恵

傘
傾か
し
げ
友
囁さ
さ
やき
ぬ
冬
桜　
　
　
　
　

  

小
島　

史
子

雪
吊
り
や
支さ
さ
え
も
貰
ひ
張
る
を
待
つ　

川
田
ま
さ
を

志 

賀 

歌 

会

富
来
俳
壇

「
門
」 

土
筆
の
会

つ
　く
し

貝
が
ら
川
柳
社

秋
雨
が
入
り
て
か
ど
れ
も
ピ
ー
マ
ン
を

　

切
れ
ば
中
よ
り
水
が
し
た
た
る　
　

藤
井　

信
子

浄
蓮
寺
い
ち
ょ
う
の
古
き
を
傳
え
あ
り

　

光
背
さ
な
が
ら
の
輝
き
に
遇
ふ　
　

安
中
加
奈
子

露
天
の
湯
落
ち
る
も
み
じ
を
見
上
げ
れ
ば

　

満
点
の
星
湯
気
に
た
だ
よ
う　
　
　

牧
出　

浩
美

す
れ
ち
が
う
ふ
る
さ
と
行
の
バ
ス
の
見
ゆ

　

乗
客
ま
ば
ら
に
乗
せ
て
過
ぎ
行
く　

泉　
　

広
栄

小
鳥
ら
は
柿
の
甘
さ
を
言
い
合
う
や

　

さ
え
ず
り
か
し
ま
し
人
語
聞
く
ご
と　

福
島　

信
子

紅
の
南
禅
寺
の
庭
に
真
紀
ち
ゃ
ん
の

　

明
る
い
黄
色
の
コ
ー
ト
が
似
合
う　

坂
井
外
志
子

風
吹
け
ば
木
樹
の
落
葉
は
雪
の
よ
う

　

見
上
げ
れ
ば
高
き
晩
秋
の
空　
　
　

松
本　

正
子

入
院
の
猫
を
見
舞
へ
ば
手
を
の
ば
し

　

共
に
帰
る
の
悲
鳴
に
涙　
　
　
　
　

吉
崎
て
い
子

四
ツ
五
ツ
も
ぎ
た
て
の
柚
子
厨
の
夕
に

　

香
い
っ
ぱ
い
冬
も
連
れ
来
る　
　
　

芳
岡　

典
子

初
冬
に
そ
の
辺
明
る
し
薄
紅
の

　

皇
帝
ダ
リ
ヤ
凛
と
咲
き
お
り　
　
　

芳
野　

法
子

荒
れ
し
日
に
一
瞬
障
子
を
黄
に
染
め
て

　

光
さ
し
た
り
納
棺
の
時　
　
　
　
　

吉
本　

與
彦

亡
き
夫つ
ま
の
遺
せ
し
ば
ら
の
一
輪
を

　

食
卓
に
そ
え
今
日
を
生
き
ゆ
く　
　
　
　

智　

子

晩
秋
の
日
暮
の
早
き
に
ふ
と
過よ

ぎ
る

　

夕
餉げ

の
煙
立
つ
家
々
を　
　
　
　
　
　
　

光　

雄

や
る
瀬
や
な
学と

も友
が
差
し
人
喪
の
ハ
ガ
キ

　

逝
き
し
身
内
に
妻
と
あ
り
な
む　
　

松
本
理
希
三

京
の
孫
絵
本
開
き
て
汽
車
を
指
す

　

ば
あ
ち
ゃ
ん
乗
る
の
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド　

志
津
江

運
命
は
あ
る
日
平
和
の
邪
魔
を
す
る　
　
　

浅　

子

露
時
雨
木
彫
り
の
里
や
瑞
泉
寺　
　
　

上
野　

末
子

豌
豆
を
植
え
て
安
堵
の
小
春
空　
　
　
　
　

〃

今
年
米
炊
け
る
匂
い
や
秋
刀
魚
焼
く　
　
　

さ
ち
こ

ふ
る
里
に
波は

朗ろ
う

句く

ひ碑
立
つ
紅も
み
じ葉
晴ば
れ　

　

ま
つ
い


